
研 究 成 果 情 報 

平成 29 年度 

水稲晩生新品種「新之助」の高品質・極良食味米栽培のポイント  

［要約］「新之助」の高品質・極良食味米を生産するためには、移植時期は５月中旬とし、施肥窒

素量は10a当たり基肥３kg、穂肥２kgをめやすとする。目標収量は10a当たり540kgとし、品質の目

標は、整粒歩合70％以上、玄米タンパク質含有率5.8％である。 
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［背景・ねらい］ 

水稲晩生新品種「新之助」について、コシヒカリとの作期分散を図り、品種の特性を最大限に発

揮させて高品質・極良食味米を生産するための栽培のポイントを示す。 

 

［内容］ 

１ 「新之助」の移植時期はコシヒカリと作期分散ができる５月中旬である。栽植密度は過剰生育を

防ぎ、生育量を適正に制御するため、坪当たり50株が基準である。 

２ 施肥窒素量のめやすは10a当たり基肥３kg、穂肥２kgである。穂肥は２回分施とし、施用時期は

出穂期21～18日前と12～10日前である。 

３ 整粒歩合70％以上の品質とするため、籾数のめやすはm2当たり28,000粒とする。 

４ 極良食味米とするため、玄米タンパク質含有率のめやすは5.8％とする。 

５ 目標の品質・食味を安定的に得る生育のめやす、収量及び収量構成要素のめやすを、それぞ

れ表１及び２に示す。 

６ 葉いもち及び穂いもちの防除は必ず行う。予防防除を行っても葉いもちを十分に抑えられない

場合は葉いもちの追加防除を行う。出穂前に上位葉の病斑が多い場合は穂いもち防除を２回行

う（図）。 

７ 墨黒穂病及び稲こうじ病耐病性はコシヒカリと同程度である。コシヒカリで墨黒穂病や稲こうじ病

の防除を必要とするほ場では防除が必要である。 

 

［導入効果］ 

「新之助」による高品質・極良食味米の安定生産が可能となり、「新潟米」のブランド力が強化さ

れる。 

［導入対象］ 

「新之助」生産者 

［留意点］ 

１ 栽培適地は標高300m以下をめやすとし、ほ場選定に当たっては生育過剰になりやすい大豆

跡や基盤整備直後のほ場、秋落ちしやすいほ場での作付けは避ける。 

２ 篩い目は1.9mm以上を使用し、くず米を適切に除去する。 

３ 栽培法及びデータの詳細は「水稲晩生品種「新之助」栽培指針」（平成29年２月）及びこれに

基づいて作成される地域版の栽培指針を参考にする。 



［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

［その他］ 

研究課題名：１ 「新之助」の良食味・高品質安定生産技術の確立 

２ 「新之助」ブランド化技術開発事業 

予 算 区 分：１ 県単政策（晩生新品種関連技術開発事業） 

２ 県単政策（新潟の新しい米「新之助」ブランド化技術開発事業） 

研 究 期 間：１ 平成 26～28 年度、２ 平成 27～28 年度 

発表論文等：なし 

生 育 ス テ ー ジ 
葉 数 草 丈 茎 数 葉 色 

(葉) (cm) (本/m2) (SPAD) 

最高分げつ期（7 月 5 日頃） 10.0～11.0 40～44 600～650 34～37 

幼穂形成期（7 月 18～23 日頃） 

（1 回目穂肥時） 
11.5～12.5 62～68 580～630 33～36 

２回目穂肥時（7 月 27～8 月 1 日頃） － － － 33～36 

出穂期（8 月 10～15 日頃） 13.5～14.5 － 380～410 34～36 

成熟期（9 月 20～27 日頃） 生葉数：2.5 葉 稈長 78（倒伏なし） 

穂 数 １穂籾数 m2当たり籾数 
精玄米 

粒数割合 
千粒重 収 量 

整粒 

歩合 

玄米タンパ

ク質含有率 

（本/m2） （粒） （粒/m2） （％） （ｇ） （kg/10a） （％） （％） 

400 70 28,000 82 23.5 540 70 以上 5.8 
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図 葉いもち及び穂いもち防除と穂いもち発病度の関係（平成 28年、長岡市、多発生条件） 
 

表１ 生育のめやす 

注１ 育苗箱施用剤を移植直前に散布。 

注２ 葉いもち追加防除：茎葉散布剤を７/12に散布。上位

葉のいもち病斑数は８/４に調査。 

注３ 穂いもち防除：茎葉散布剤を、１回散布は出穂期（８

/10）に、２回散布は出穂期と出穂期５日後に散布。 

注４ 穂いもち発病度５未満では概ね減収量は僅かである。  

注 精玄米粒数歩合は、全籾数に対する精玄米の粒数割合（篩い目 1.9 ㎜） 

表２ 収量、収量構成要素、整粒歩合及び玄米タンパク質含有率のめやす 


